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災

道
路
の
防
災
･
震
災
対
策
に
つ
い
て

一
は
じ
め
に

我
が
国
は
世
界
的
に
も
自
然
条
件
が
厳
し
く
、
落
石
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の
多
い
国
で
あ
る
。

平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
･
淡
路
大
震

災
で
は
高
架
橋
の
倒
壊
等
道
路
施
設
に
大
き
な
被
害
が
生

じ
、
各
所
で
道
路
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
、
被
災
地
周
辺
だ

け
で
な
く
、
我
が
国
の
経
済
活
動
、
国
民
生
活
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
平
成
八
年
二
月
一
〇
日
に
豊

浜
ト
ン
ネ
ル
で
大
規
模
な
岩
盤
崩
落
に
よ
り
ト
ン
ネ
ル
が

崩
壊
し
、
二
〇
名
の
死
者
を
出
す
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
近
年
の
大
規
模
災
害
を
受
け
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
対
す
る
国
民
の
要

望
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
建
設
省
と
し
て

も
安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
づ
く
り
を
目
指
し
、
道
路
防

道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

災
･
震
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

安
心
で
き
る
生
活
圏
の
形
成

二

道
路
防
災
･
震
災
対
策
の
現
状

道
路
防
災

･
震
災
対
策
と
し
て
各
課
題
に
対
応
し
て

様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
被
災
に
よ
る
影
響
の
範
囲
に
よ
り
取
り
組
む
べ
き
施

策
を
分
類
し
て
い
る

(図
1
)。

1

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
安
心
の
確
保

局
地
的
な
被
災
が
全
国
的
な
社
会
経
済
活
動
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
確
保
に
も
配
慮
し

た
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
空
港
･
港
湾
等
の
他
の
交
通
モ
ー
ド
と

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

地
域
の
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
し
、
地
域
間
の
交
流

を
支
え
る
た
め
、
点
検
結
果
に
基
づ
き
法
面
の
防
災
対
策
、

橋
梁
等
の
耐
震
補
強
等
を
実
施
す
る
。
特
に
緊
急
輸
送
道

路
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生
時
に
、
救
助
･
救
急
、
応
急

復
旧
対
策
等
を
担
う
重
要
な
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重

点
的
に
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

3

災
害
時
に
お
い
て
安
心
で
き
る
市
街
地
の
形
成

市
街
地
の
災
害
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

土
地
区
間
整
理
事
業
等
に
よ
る
木
造
密
集
市
街
地
等
防
災

上
危
険
な
市
街
地
の
解
消
や
避
難
路
の
整
備
等
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
災
害
時
の
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
等
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
共
同

溝
･
電
線
共
同
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
。

道イテセ 97,3 3



災螫に強い国土嶺踵の形成に賀する趙瀦
　　　 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

興

筋

災害時において安心できる市街地の形成 木護鍵鸚街訓読特毛の安全性の向上

ライフラインの費

遭隆防災モニター制度等の充実･活用

4

安
心
を
支
え
る
道
路
の
防
災
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備

ハ
ー
ド
と
し
て
の
防
災
･
震
災
対
策
に
加
え
、
災
害
要

因
を
的
確
に
把
握
し
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

防
災
管
理
手
法
の
確
立
、
迅
速
に
被
災
情
報
を
把
握
し
、

的
確
な
応
急
復
旧
体
制
等
の
策
定
が
可
能
に
な
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
や
道
路
利
用
者
に
対
し
情
報
を
提
供
す
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
ソ
フ
ト
対
策
も
併
せ
て

推
進
す
る
。

三

近
年
の
災
害
を
踏
ま
え
を
道
路
防
災

災
対
策

阪
神
･
淡
路
大
震
災
、
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
受

け
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
対

す
る
国
民
の
要
望
も
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、

建
設
省
で
は
次
の
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

安心を支える道路の防災鞭理システムの盤鰤

図 1 道路防災 ･震災対策の体系図

1

阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
た
道
路
防
災
･
震
災

対
策
=

阪
神
･
淡
路
地
域
に
お
け
る
復
興
対
策
の
推
進

｢阪
神
･
淡
路
地
域
の
復
興
に
向
け
て
の
取
組
方
針
｣

(阪
神
･
淡
路
復
興
対
策
本
部
)
に
基
づ
き
、
被
災
地
域
の

｢生
活
の
再
建
｣、
｢経
済
の
復
興
｣、
｢安
全
な
地
域
づ
く

り
｣
を
基
本
課
題
と
し
て
、
関
連
す
る
道
路
事
業
等
を
推

進
す
る
。

○
格
子
型
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

○
広
域
防
災
帯
の
整
備

震

○
被
災
地
再
生
の
た
め
の
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街

地
再
開
発
事
業
の
推
進

○
信
頼
性
の
あ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容
施
設
の
整

備
○
耐
震
性
向
上
の
た
め
の
橋
梁
補
強

○
道
路
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

②

阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
た
道
路
震
災
対
策

①

道
路
橋
の
耐
震
性
の
向
上

平
成
七
年
度
か
ら
、
高
速
自
動
車
国
道
、
都
市
高

速
道
路
(首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
等
)、
一

般
国
道
等
の
う
ち
、
緊
急
度
の
高
い
橋
梁
の
約
二
九
、

四
〇
〇
基
に
つ
い
て
、
震
災
被
害
を
踏
ま
え
、
橋
脚

及
び
落
橋
防
止
装
置
等
の
所
要
の
補
強
対
策
を
実
施

し
、
平
成
九
年
度
ま
で
に
概
成
さ
せ
る
。

ま
た
、
震
災
被
害
を
踏
ま
え
、
平
成
八
年
一
一
月

を
も
っ
て
道
路
橋
示
方
書
の
改
訂
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

②

緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
策
定

阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
直
後
重
要
な
救

助
･
救
急
、
消
防
、
応
急
復
旧
対
策
等
の
緊
急
輸
送

活
動
を
担
う
べ
き
道
路
が
、
各
所
で
の
通
行
止
め
、

渋
滞
等
に
よ
り
十
分
に
機
能
せ
ず
、
こ
れ
ら
活
動
に

大
き
な
支
障
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
地
震
後
の
緊

急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
道
路

(緊
急
輸

送
道
路
)
等
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
地
震
防
災
対

策
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
六
月
制
定
)
に
お
い
て

滌離鵺未然に回議rするシステムの整髄

地軸鰍暈屋、報門家持クとの遊旗

社会趨済システムとしての安心の確保

安心できる生活圏の形成

災害に強い国土づくりの

ための繊蝋の縫



地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
、
道
路
管
理
者
は
、
平
成
八
年
度
、

都
道
府
県
毎
に
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(図
2
)。

さ
ら
に
、
今
後
、
防
災
総
点
検
の
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
、
耐
震
性
の
確
保
に
取
り
組
む
。

③

災
害
時
に
対
応
し
た
道
路
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の

整
備震
災
発
生
時
･
道
路
の
被
災
状
況
や
渋
滞
状
況
を

競

.
“
‘
“
“
ぎ

、
“
“
‘
“
“
を
“
“
1
こ
し

解き

応
急
復
旧
対
策
や
緊
急
活
動
等
に
大
き
な
支
障
を
与

え
た
。
こ
の
た
め
、
災
害
現
場
の
情
報
を
的
確
･
迅

そ
が
蛉

速
に
把
握
し
･
関
係
機
関
等
に
伝
達
･
道
路
利
用
者

な特
添

等
に
提
供
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
し
て

-

!人
民

　
　

　　　
　　

④

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容
施
設
の
整
備

災
害
時
に
お
け
る
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
等
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
安
全
性
.
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

‐

‐

◆
“

共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容

施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。

↓

↑

ゼ
ノ

⑤

代
替
性
･
多
重
性
に
配
慮
し
た
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

港

ワ
ー
ク
の
整
備

大
地
震
等
が
発
生
し
て
も
、
我
が
国
の
社
会
経
済

活
動
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
必

要
な
代
替
ル
ー
ト
が
確
保
で
き
る
よ
う
代
替
性
･
多

物芻
′7

A

　

　　
　

　

　

薇
%
′

"̂

自衛隊庁舎

讓撻讓讓竇 緊急輸送通路ネットワーク

図 2 緊急輸送道路ネットワーク



重
性
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

多
重
性
･
代
替
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
空
港
、
港
湾

等
交
通
結
節
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推
進

す
ノる
。

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
踏
ま
え
た
道
路
防
災
対

策“

ト
ン
ネ
ル
緊
急
点
検
結
果
を
踏
ま
え
た
法
面
防
災
対

策

　

　
　

対

8

急
3

定
的

　　

　
図 3 トンネル坑口部等緊急点検結果(平成 8年10月末時点)

、点検結果
054箇所

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
大
規
模
な
崩
落
事
故
を
踏
ま

え
、
二
月
一
三
日
付
け
で
全
国
の
道
路
管
理
者
に
対
し
、

ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
部
及
び
落
石
覆
工
が
設
置
さ
れ
て
い
る
法

面
、
斜
面
の
う
ち
、
崖
壁
が
高
く
、
岩
盤
が
露
出
し
た
箇

所
に
つ
い
て
、
法
面
･
斜
面
の
状
況
を
緊
急
点
検
を
す
る

よ
う
指
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
｢対
策
が
必
要
｣
と
さ
れ
た

約
八
〇
〇
箇
所

(平
成
八
年
一
〇
月
末
時
点
)
に
つ
い
て
、

所
要
の
防
災
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(図

3
)。
ま
た
、
点
検
の
結
果
、
重
点
的
な
観
察
が
必
要
と
さ

れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
o

②

大
規
模
岩
盤
崩
壊
に
関
す
る
技
術
検
討
委
員
会

こ
の
事
故
を
踏
ま
え
、
岩
盤
工
学
、
土
木
工
学
等
の
専

門
家
か
ら
な
る

｢大
規
模
岩
盤
崩
壊
に
関
す
る
技
術
検
討

委
員
会
｣
を
土
木
委
員
会
に
委
託
、
設
置
し
、
大
規
模
岩

盤
崩
壊
に
よ
る
被
災
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
技
術
的

検
討
を
行
い
九
年
三
月
に
提
言
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
建
設
省
と
し
て
は
、
今
後
、

被
災
防
止
対
策
の
充
実
強
化
を
図
る
。

③

岩
盤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

こ
の
事
故
を
踏
ま
え
、
大
規
模
岩
盤
崩
壊
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
監
視
方
法
･
監
視
機
器
の
有
効
性
、
観
測
結
果
の
道

路
管
理
へ
の
活
用
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
実
際
の

現
場
に
お
い
て
岩
盤
の
変
動
の
挙
動
等
を
計
測
す
る
機
器

を
設
置
し
、
崩
壊
発
生
予
知
の
可
能
性
に
つ
い
て
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
o

四

今
後
の
防
災
･震
災
対
策
の
二月法

ー

効
果
的
な
道
路
防
災
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

災
害
に
対
し
て
地
域
の
安
全
性
や
道
路
交
通
の
安
全

性
･
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
基
本
的
な
課
題
で

あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
道
路
に
お
け
る
災
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、

さ
ら
に
迅
速
な
復
旧
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
全
て
の
道
路
に
対
し
て
十
分
な
安
全
性
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
財
源
面
、
体
制
面
か
ら
困
難
で
あ
る
。
岩
盤
斜
面

等
の
状
態
を
で
き
る
限
り
正
確
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、

日
常
管
理
等
に
お
い
て
で
き
る
限
り
早
期
に
災
害
に
至
る

要
因
を
発
見
し
、
適
切
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
、
道
路
の
安
全
性
に
対
す

る
社
会
的
要
請
に
対
し
て
よ
り
よ
く
応
え
る
た
め
に
は
、

効
果
的
･
効
率
的
な
防
災
管
理
を
実
現
す
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る

(図
4
)。

=

防
災
カ
ル
テ
の
導
入

防
災
カ
ル
テ
と
は
、
道
路
防
災
総
点
検

(豪
雨
･
豪
雪

等
)
の
点
検
に
よ
り

｢対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
｣
と
評
価

さ
れ
た
箇
所
で
｢対
策
工
ま
で
に
日
数
を
要
す
る
箇
所
｣、

ま
た
は

｢防
災
カ
ル
テ
を
作
成
し
対
応
す
る
｣
と
評
価
さ

れ
た
箇
所
に
関
し
て
、
着
目
す
べ
き
事
項
等
を
記
載
し
た

も
の
で
あ
る
o

｢渚行わ qワ Q
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図 4 道路防災管理システムのイメージ図

工策

防
災
カ
ル
テ
は
、
災
害
に
至
る
可
能
性
の
あ
る
要
因
と

し
て
着
目
す
べ
き
変
状
の
位
置
、
変
状
の
内
容
及
び
変
状

把
握
に
最
も
適
し
た
点
検
時
期
･
項
目
等
を
記
載
し
、
道

路
管
理
者
等
が
日
常
点
検
や
定
期
点
検
を
行
う
際
に
携
帯

し
、
対
策
工
の
必
要
性
や
緊
急
性
を
判
断
す
る
た
め
に
活

用
す
る
も
の
で
あ
る
。

の

日
常
防
災
管
理

防
災
管
理
と
は
、
道
路
管
理
の
う
ち
、
通
行
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
災
害
の
発
生
の
可
能
性
･
緊
急
性
を

的
確
に
把
握
し
、
通
行
止
め
や
対
策
工
の
実
施
な
ど
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
の
発
生
を
未
然
に

防
止
し
た
り
、
発
生
し
た
場
合
の
被
災
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
の
取
組
で
あ
る
。

災
害
に
至
る
要
因
を
早
期
に
発
見
し
適
切
な
対
応
を
図

る
た
め
、
防
災
カ
ル
テ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

｢着
目
す
べ

き
変
状
｣、
｢点
検
方
法
｣、
｢点
検
時
期
｣、
｢変
状
が
出
た

と
き
の
対
応
｣
に
従
い
、
通
常
の
日
常
管
理
等
に
お
い
て

必
要
な
時
期
に
必
要
な
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
で
効
率
的
な
点
検
の
実
施
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
防
災
点
検
結
果
や
防
災
カ
ル
テ
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
デ
ー
タ
が
電
子
化
さ
れ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ー
タ
が
容
易
に
検
索
･
抽
出
が

可
能
に
な
り
、
防
災
対
策
工
の
優
先
度
の
把
握
等
に
よ
る

対
策
計
画
の
策
定
や
対
策
工
の
進
行
管
理
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

日常防災管理 危機管理

道路防災情報データベース



2

防
災
の
た
め
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

膨
大
な
道
路
の
管
理
延
長
に
対
し
て
、
道
路
管
理
者
だ

け
で
道
路
や
斜
面
等
の
状
態
を
常
時
把
握
す
る
こ
と
は
、

財
源
面
、
体
制
面
か
ら
困
難
で
あ
る
。
今
後
は
、
数
の
上

で
も
、
地
域
へ
の
精
通
の
程
度
の
上
で
も
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
す
る
地
域
住
民
や
道
路
利
用
者
が
道
路
施
設
、

斜
面
等
に
対
す
る
監
視
、
通
報
等
を
行
う
よ
う
な
、
地
域

と
連
携
し
た
道
路
管
理
を
可
能
と
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
。

3

危
機
管
理
体
制
の
強
化

災
害
発
生
時
に
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
り
、
道
路
の
早

期
復
旧
･
啓
開
を
行
う
た
め
に
は
、
被
災
情
報
等
を
迅

速
･
的
確
に
収
集
･
伝
達
し
、
応
急
復
旧
対
策
等
を
策
定

し
、
実
施
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
防
災
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
、
支
援
･

派
遣
体
制
の
連
携
等
、
危
機
管
理
体
制
を
日
常
か
ら
強
化

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
危
機
管
理
体
制
の
強

化
を
図
る
も
の
と
す
る
。

◎

被
災
情
報
等
の
的
確
･
迅
速
な
収
集
、
処
理
、
提
供
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築

災
害
発
生
直
後
の
被
害
状
況
、
規
模
等
を
早
期
に
把
握

す
る
た
め
、
自
ら
観
測
機
器
等
整
備
す
る
な
ど
収
集
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
相
互
に
情
報
を
共

有
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。
さ
ら
に
、
被
災

地
域
住
民
、
道
路
利
用
者
等
に
対
し
て
的
確
に
情
報
を
提

供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

⑭

非
常
参
集
等
、
災
害
時
の
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

災
害
発
生
時
に
は
、
混
乱
の
状
況
下
で
防
災
関
係
職
員

の
非
常
参
集
を
行
い
、
現
地
の
状
況
を
把
握
し
、
緊
急
輸

送
の
た
め
の
道
路
交
通
の
確
保
や
応
急
復
旧
を
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
非
常
時
の
参
集

体
制
や
緊
急
活
動
等
に
つ
い
て
の
実
戦
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
周
知
、
習
熟
を
図
る
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
要
求
に
対
応
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

た
め
の
手
引
き
と
し
て
、
平
成
八
年
一
〇
月
に
道
路
震
災

対
策
便
覧

(震
後
対
策
編
)
が
間
日
本
道
路
協
会
よ
り
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

③

災
害
時
に
備
え
た
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
、
相
互
支

援
体
制
の
構
築

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
道
路
管
理
者
単
独

で
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
や
被

災
地
周
辺
の
道
路
管
理
者
等
の
応
援
が
必
要
と
な
る
場
合

も
多
い
。
関
係
機
関
と
の
連
携
や
応
援
の
派
遣
や
受
入
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
関
係
機
関
相
互
の
事
前
協
定
の
締
結

な
ど
の
危
機
管
理
体
制
を
整
備
す
る
。

五

お
わ
り
に

道
路
の
防
災
･
震
災
対
策
の
基
本
的
な
目
標
は
、
｢災
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
｣
に
よ
り
社
会
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
財
源
や
体
制
、

さ
ら
に
技
術
水
準
か
ら
全
て
の
道
路
に
対
し
て
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
層

効
率
化
を
図
っ
た
道
路
防
災
管
理
シ
ス
テ
ム
と
よ
り
実
戦

的
な
危
機
管
理
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
本
稿
に
記
述
し
た
よ
う
に
、
阪
神
･
淡
路
大
震

災
、
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
に
踏
ま
え
た
防
災
･
震
災

対
策
に
加
え
、
道
路
防
災
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

ま
さ
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
道
路
管
理

者
の
ご
理
解
と
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い
し
た
い
。
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の
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岡
崎

守

北
海
道
開
発
局
の
道
路
事
業
概
要
図
は
、
六
〇
万
分
の

一
の
縮
尺
の
道
路
図
を
使
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
建
設

省
の
九
州
地
方
建
設
局
は
五
〇
万
分
の
一
、
関
東
地
方
建

設
局
は
四
〇
万
分
の
一
、
四
国
地
方
建
設
局
は
三
五
万
分

の
一
の
縮
尺
図
を
使
用
し
て
い
る
。

人
間
の
眼
か
ら
入
る
感
覚
と
は
面
白
い
も
の
で
、
縮
尺

の
大
小
に
は
と
ら
わ
れ
ず
に
、
何
時
も
見
て
い
る
縮
尺
の

感
覚
で
別
の
図
面
を
見
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
北
海
道
の

面
積
が
小
さ
く
な
り
、
距
離
も
短
く
な
っ
て
し
ま
う
。
例

え
ば
四
国
と
北
海
道
が
同
じ
サ
イ
ズ
の
図
面
で
あ
っ
て
も
、

距
離
で
は
一
･
七
倍
、
面
積
で
は
二
･
九
倍
と
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
が
、
本
州
か
ら
来
ら
れ
た
人
は
そ
の
よ
う
に
は

感
じ
て
は
い
な
い
。

本
州
か
ら
北
海
道
に
来
ら
れ
た
人
は
、
北
海
道
の
道
路

は
広
く
て
走
り
や
す
い
ね
-
、
と
言
わ
れ
る
。
確
か
に
夏

期
間
に
お
い
て
は
、
帷
雪
を
考
慮
し
た
道
路
構
造
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
本
州
の
道
路
に
比
べ
て
広
く
て
快
適
と
感

じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
冬
期
間

に
な
る
と
様
相
が
一
変
し
、
雄
雪
に
よ
る
車
道
幅
の
減
少

や
、
吹
雪
や
地
吹
雪
に
よ
る
視
程
障
害
の
発
生
に
よ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
白
魔
の
世
界
へ
と
変
貌
す
る
。

北
海
道
に
お
け
る
冬
期
間
の
自
然
条
件
の
厳
し
さ
を
実
感

す
る
た
め
に
も
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
や
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

だ
け
で
は
な
く
、
実
体
験
の
で
き
る
冬
期
旅
行
を
是
非
と

も
本
州
の
人
達
に
お
願
い
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

平
成
八
年
の
全
国
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
九
、

九
四
二
人
で
、
昭
和
六
二
年
以
来
九
年
ぶ
り
に
一
万
人
を

下
回
っ
た
。
北
海
道
は
五
九
五
人
で
、
五
年
連
続
の
ワ
ー

ス
ト
一
位
と
な
っ
た
。
戦
後
の
昭
和
三
一
年
か
ら
の
累
計

死
者
数
も
、
昨
年
の
六
月
に
五
〇
万
人
を
越
え
て
い
る
。

毎
年
一
万
人
も
の
人
達
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
て
い

る
現
実
を
考
え
る
と
、
道
路
利
用
者
、
交
通
管
理
者
、
道

路
管
理
者
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
た
よ
り
細
や
か
な
交
通

安
全
体
制
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る

(表
1
)
。

年
間
で
一
万
人
の
死
者
数
と
い
う
と
、
北
海
道
に
お
い

て
は
釧
路
支
庁
管
内
の
弟
子
屈
町
の
人
ロ
に
匹
敵
す
る
。

累
計
死
者
数
の
五
〇
万
人
と
な
る
と
、
空
知
支
庁
管
内
の

一
〇
市
一
六
町
一
村
の
約
四
〇
万
四
、
○
○
0
人
と
、
日

高
支
庁
管
内
の
九
町
約
九
万
人
を
合
わ
せ
た
数
を
上
回
る

の
で
あ
る
か
ら
、
大
変
な
死
者
数
な
の
で
あ
る
。
自
分
こ

そ
は
大
丈
夫
と
い
う
安
心
感
が
、
一
人
ひ
と
り
の
尊
い
命

を
失
わ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
運
転
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー

と
モ
ラ
ル
を
再
認
識
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
北
海
道
は
国
土
の
二
二
%
を
占
め
る
広
大
な
地



域
に
、
全
国
の
約
五
%
の
人
ロ
が
厳
し
い
自
然
と
共
生
し

な
が
ら
、
北
の
大
地
に
根
を
お
る
し
て
い
る
。

北
海
道
開
発
局
は
昭
和
二
六
年
七
月
一
日
に
、
北
海
道

庁
か
ら
河
川
･
道
路
･
港
湾
･
開
発
調
査
に
従
事
す
る
宮

史

(国
家
公
務
員
)
の
全
員
と
、
開
拓
、
土
地
改
良
部
門

に 史

　　
　　
た 務
職 員

　
半

表 1 平成 8年交通事故死者数

て

い
る

の
推
進
に
寄
与
し
て
き
た
。

昭
和
二
七
年
の
一
般
国
道
延
長
は
四
、
一
三
ニ
○
畑
で
あ

っ
た
が
、
平
成
八
年
四
月
一
日
現
在
で
は
四
八
路
線
六
、

二
八
六
蹴
の
維
持
管
理
を
、
一
〇
開
発
建
設
部
の
四
九
の

道
路
事
務
所
及
び
道
路
維
持
事
業
所
で
管
理
し
て
い
る
。

平
均
の
維
持
管
理
延
長
は
一
二
八
虹
で
、
滝
川
道
路
事
務

所
で
は
最
長
の
二
三
六
如
を
管
理
し
て
お
り
、
本
州
に
比

較
し
て
一
箇
所
当
た
り
の
管
理
延
長
は
長
い
も
の
と
な
っ

事
業
と
し
て
の
営
繕
部
門
一
〇
名
を
加
え
て
、
総
計
三
、

一
五
二
名
で
ス
タ
ー
ト
と
し
た
。
発
足
以
来
す
で
に
四
五

年
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
お
い
て
我
が
国
の
長
期
的
な
発

展
に
貢
献
す
る
地
域
と
し
て
、
北
海
道
の
総
合
的
な
開
発

た ○ を と ･ 六 お
0 名 引 、 闇 年 ろ
発 を き 開 発 七 し
足 加 継 拓 調 月 て
以 え ぎ 、 査 一 い
来 て 、 土 に 日 る
す 、 こ 地 従 に o

で 総 れ 改 事 、
に 計 に 良 す 北
四 三 直 部 る 海
五 ･ 轄 門 官 道

都道府県 死者数(人) 人ロ(人) 面積(蛭) 一般道路 (km)

①北海道 595 5,675 ,063 83 ,451.05 84,712.8

②兵庫県 497 5,430 ,998 8 ,384.81 33 ,031 ,O

③千葉県 465 5,751,764 5 ,155 .73 37 ,474 ,8

④愛知県 439 6 ,743,803 5 ,146 9 6 46 ,998 .6

⑤大阪府 435 8 ,564,702 1,890 ,79 17 ,465 .7

⑥埼玉県 403 6 ,673,760 3 ,797 .33 45 ,428 .5

⑦茨城県 385 2 ,952,788 6 ,093 .54 54,358 .6

⑧東京都 383 1上549,145 2 ,186 .61 22,919 .3

⑨福岡県 358 4 ,873,171 4 ,966.75 34,816 .7

⑩神奈川県 352 8 ,143,569 2 ,413 .25 24,724 .1

(全国市町村要覧平成7年) (平成7年4月1日)

一般道路 (一般国道、 都道府県道、 市町村道)

表 2 北海道での過去の M 7,0以上の地震

発生年月ロ 経緯 経度 深さ(km) 規模OM A) 震源区域

1894年 3月22日 42 .5 146 ,O 7 .9 根室沖

1918年 9月 8臼 45 .5 152 .O 8 .O 得撫島沖

1918年11月 8日 44 .5 150 5 7･7 得撫島沖

1932年 9月23日 44.4 138 .6 380 7･l 日本海北部

1940年 8月 2日 44.3 139 .5 10 7 ,5 北海道北西沖

1952年 3月 4日 41.8 144 .1 0 8 ,2 十勝沖

1958年11月 7日 44 .4 148 .6 80 8 .1 択捉島沖

1961年 8月12 H 42 ,9 145 .6 80 7 .2 根室半島沖

1963年10月13日 44,9 149 .6 20 8 ,1 択捉島沖

1964年 6月23日 43.O 146 .5 80 7 ･1 根室半島南東部

1965年10月26日 43.7 145 .5 160 7.1 国後島南岸

1969年 8月12日 43.4 147 .8 30 7 .8 北海道東方沖

1973年 6月17日 43.O 146 .O 40 7.4 根室半島南東沖

1973年 6月24日 43 .3 146 .4 30 7.1 根室半島南東沖

1978年12月 6目 44 .6 146 .7 100 7･7 択捉島付近

1981年 1月23月 42 .4 142.2 130 7.1 日高支庁西部

1982年 3月21日 42 .1 142.6 40 7.1 浦河沖

1993年 1月15日 42,9 144.4 107 7.8 釧路沖

1993年 7月12日 42.8 l39.2 34 7.8 北海道南西沖

1994年10月 4日 43.2 147.4 30 8 .1 北海道東方沖

三
回
も
の
地
震
に
よ
り
多
大
な
人
的
被
害
、
住
家
被
害
、

農
業
被
害
、
土
木
被
害
が
発
生
し
一
時
的
に
は
地
域
の
機

能
を
麻
痺
さ
せ
る
結
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
(表
2
)。

三
地
域
で
発
生
し
た
地
震
の
爪
痕
を
辿
り
な
が
ら
、
地

震
災
害
に
対
す
る
課
題
を
見
つ
め
て
み
た
い
。

三 発

　　
の て
地 い

震を
よ 特
り に
多 近
大 年
な で
人 は

地
震
災
害

北
海
道
は
地
震
の
多
発
地
帯
で
あ
り
、
過
去

間
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
･
0
以
上
の
地
震
は

年 地 、
た 震 過
ら は 去
ず 二 一
の 0 〇
間 回 ○
に も 年



1

釧
路
沖
地
震

平
成
五
年
一
月
一
五
日
午
後
八
時
六
分
、
釧
路
沖
で
発

生
し
た
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
･
八
で
、
震
源
地
は

釧
路
沖
約
二
〇
蝿
、
震
源
深
さ
は
約
一
〇
七
畑
で
あ
っ
た
。

釧
路
で
は
一
〇
三
年
前
の
観
測
開
始
以
来
初
め
て
の
震
度

6
の
烈
震

(家
屋
の
倒
壊
は
三
0
%
以
下
で
、
山
崩
れ
が

起
き
地
割
れ
を
生
じ
、
多
く
の
人
は
立
っ
て
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
程
度
)
を
観
測
し
た
。

強
い
地
震
動
に
よ
り
、
釧
路
地
方
を
中
心
に
多
く
の
死

一般国道38号 白糖町 ｢M 7 .8パネル館｣

傷
者
が
出
た
ほ
か
、
一
般
住
宅
や
公
共
施
設
に
多
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

死
者
二
名
、
負
傷
者
九
二
七
名
、
家
屋
被
害
は
全
壊
四

四
棟
、
半
壊
一
五
六
棟
、
一
部
損
壊
四
、
二
六
九
棟
で
あ

っ
た
。国
道
関
係
の
被
災
箇
所
は
九
路
線
二
三
〇
箇
所
(内

大
規
模
被
災
二
四
箇
所
)
で
、
総
復
旧
事
業
費
は
四
三
億

円

(災
害
復
旧
費
、
維
持
修
繕
費
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
地

震
を
教
訓
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

①

道
路
構
造
の
課
題

1

片
切
、
片
盛
土
部
箇
所
の
切
盛
路
体
の
一
体
化

と
十
分
な
排
水
対
策
の
徹
底

2

泥
炭
性
な
ど
軟
弱
地
盤
上
の
盛
り
土
崩
壊
防
止

と
し
て
の
耐
震
設
計
の
検
討

3

岩
盤
斜
面
部
の
高
所
か
ら
の
落
石
崩
落
防
止
の

た
め
の
落
石
対
策
及
び
点
検
手
法
の
検
討

4

防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
必
要
性

②

管
理
体
制
上
の
課
題

1

防
災
通
信
網
の
整
備
と
耐
震
構
造
化
及
び
予
備

回
線
の
設
定

2

道
路
被
災
箇
所
の
早
期
把
握
の
た
め
の
パ
ト
ロ

ー
ル
体
制
の
あ
り
方

3

道
路
情
報
の
早
期
把
握
と
集
約
化
、
道
路
利
用

者
へ
の
案
内
標
示
の
あ
り
方

平
成
六
年
一
月
一
四
日
、
｢M
7
･
8
パ
ネ
ル
館
｣が
釧

路
沖
地
震
の
被
災
状
況
や
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
。

2

北
海
道
南
西
沖
地
震

平
成
五
年
七
月
三

日
午
後
一
〇
時
一
七
分
、
北
海
道

南
西
沖
の
深
さ
三
四
如
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
･
八
の
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
北
海
道

の
小
樽
、
寿
都
、
江
差
、
青
森
県
の
深
浦
で
震
度
5
の
強

震
を
観
測
し
た
ほ
か
、
室
蘭
、
苫
小
牧
、
倶
知
安
、
函
館
、

青
森
、
む
つ
で
震
度
4
を
観
測
し
た
。
特
に
奥
尻
町
で
は

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
と
津
波
に
見
舞
わ
れ
、
住
宅
火
災
が

続
き
壊
滅
的
な
被
害
と
な
っ
た
。

死
者
二
〇
一
名
、
行
方
不
明
者
二
八
名
、
負
傷
者
三
二

三
名
、
家
屋
被
害
は
全
壊
六
〇
一
棟
、
半
壊
四
〇
八
棟
、

一
部
損
壊
五
、
四
八
八
棟
で
あ
っ
た
。
(平
成
六
年
六
月
一

〇
日
現
在
･
北
海
道
分
)。国
道
関
係
の
被
災
は
五
八
箇
所

で
あ
っ
た
。
課
題
と
し
て
は
次
の
点
が
提
起
さ
れ
た
。

①

通
信
連
絡
体
制
の
確
立

②

夜
間
に
お
け
る
参
集
手
段
の
確
保

③

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
場
合
の
、
連
絡
手
段
や
パ

ト
ロ
ー
ル
体
制
の
確
立

④

広
報
活
動
の
窓
ロ
体
制
の
確
立

⑤

職
員
の
家
族
に
対
す
る
対
応
の
必
要
性

⑥

関
係
機
関
と
の
連
絡
の
緊
密
性
の
確
立

J
R
の
連
休
や
国
道
の
通
行
止
め
に
よ
り
道
南
の
交
通

網
が
大
き
な
影
響
を
受
け
、
ま
た
奥
尻
町
へ
の
空
路
や
海

路
も
欠
航
し
、
災
害
救
助
に
当
た
っ
て
は
困
難
を
き
わ
め

た
。
奥
尻
町
に
は
被
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。


